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高断熱・高気密化住宅による便益

高断熱・高気密化住宅による便益
➢ 直接的便益（省エネ性の向上⇒光熱費削減）
➢ 間接的便益（快適性の向上⇒健康維持）

高断熱・高気密化住宅による本当の便益
➢ ベースとなる環境を整える（平常時）
➢ 生活や命を守る（非常時）



北海道胆振東部地震（2018年9月6日）

引用：NHK



液状化

引用：ANN



ブラックアウト

引用：朝日新聞



ZEH

引用：経済産業省 資源エネルギー庁



出典： 北海道住宅新聞

ZEH（北海道）



里山住宅博 in TSUKUBA 2019（ヴァンガードハウス：伊礼智）



全館空調換気給湯システム（OMX）



全館空調（ホーム空調）

■製品事例
➢ セキスイハイム 「快適エアリー」
➢ パナソニックホームズ 「エアロハス」
➢ 住友林業 「エアドリームハイブリッド」
➢ 三井ホーム 「スマートブリーズ」
➢ 三菱地所ホーム 「エアロテック」
➢ ヤマト住建 「YUCACO」
➢ 桧家住宅 「Z空調」
➢ 福地建装 「ファースの家」
➢ アズビル 「きくばり」
➢ デンソー 「パラディア」

・・・・・・など



桧家住宅「Z空調」



北海道の住宅（北方型住宅）

参考：福島先生講演資料

高断熱 全室暖房

高気密 換気計画

快適な居住環境
省エネルギー
耐久性

省エネルギー

空気の流れの
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住宅の省エネ基準（北海道）

省エネ法 住宅の省エネ基準 備考

1979年制定 1980（昭和55）
旧省エネ基準

Q値 2.8以下

1993年改正 1992（平成4）年
新省エネ基準

Q値 1.8以下
C値 5.0以下

1997年改正 1999（平成11）年
次世代省エネ基準

Q値 1.6以下
C値 2.0以下

2001（平成13）年

2006年改正 2006（平成18）年

2008年改正 2009（平成21）年 住宅トップランナー制度
（年間150戸以上）

2015年改正 2015（平成25）年
改正省エネ基準

地域区分 Ⅵから8へ，UA値 0.46以下
基準一次エネルギー消費量以下



住宅の省エネ基準（全国）

出典：IBEC



気象データと地域区分（北海道と東北：人口15万人以上）

2018/9～2019/8 札幌市 仙台市

最高気温[℃] 34.2 36.1

平均気温[℃] 10.0 13.4

最低気温[℃] -13.1 -3.6

日照時間[h/年] 1939.3 2016.1

地域区分 改正前（現在） 改正後（予定）

1 旭川市，釧路市，帯広市

2 札幌市，函館市*，苫小牧市 札幌市，旭川市，釧路市，帯広
市，苫小牧市

3 函館市*，青森市*，弘前市，八
戸市，盛岡市，秋田市*

函館市，青森市，弘前市，八戸
市，盛岡市

4 青森市*，仙台市，石巻市，秋田
市*，山形市，福島市，郡山市

石巻市，秋田市，山形市

5 いわき市 仙台市，福島市，郡山市，いわき
市



断熱基準（北海道）
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札幌版次世代住宅基準

出典：札幌版次世代住宅基準技術解説書



札幌版次世代住宅基準

出典：札幌版次世代住宅基準技術解説書



パッシブ換気

パッシブ換気は，建物内外の温度差，
すなわち室内の温かく軽い空気の浮力
を主な動力とする『計画換気』です。住
宅内の空気の流れを考え実現すること
が計画換気ですから，従来の隙間や，
単純な外壁の換気口に頼った成り行き
の自然換気とは区別する意味でパッシ
ブ換気と呼んでいます。

出典：パッシブ換気システム設計・施工マニュアル



パッシブ換気住宅

出典：マツナガ



熱負荷

断熱性能の低い家 断熱性能の高い家

熱負荷 100 50



熱負荷

断熱性能の低い家 断熱性能の高い家

80

20

外皮負荷（壁・窓） 30

外気負荷（換気） 20

熱交換換気

排気からの
熱回収

パッシブ換気

再生可能エネルギー
（RE）利用での
給気予熱

パッシブ換気

デマンド換気
（DCV）での
風量調整



超高性能パッシブ換気住宅

名称 K邸 N邸

外観

所在地 札幌市手稲区 札幌市東区

入居年月 2015年6月 2016年4月

家族構成 夫婦2人，子供2人 夫婦2人，子供2人

延床面積
125.87[㎡]

（2階：60.45[㎡]，1階：65.42[㎡]）
133.33[㎡]

（2階：54.66[㎡]，1階：78.67[㎡]）

室容積 352.759[㎥] 349.82[㎥]

Q値 0.79[W/㎡･K]

UA値 0.18[W/㎡･K]

C値 0.3[cm2/㎡] 0.5[cm2/㎡]

断熱仕様

基礎：XPS 布 200[mm]，
土間下 100[mm]，スカート 50[mm]
外壁：RWブローイング 305[mm]
天井：RWブローイング 500[mm]

基礎：XPS 布 200[mm]，
土間下 200[mm]，スカート 50[mm]
外壁：高性能GW 105＋PF 200[mm]
天井：GWブローイング 600[mm]

開口部仕様
ダブルLow-Eトリプルガラス（Ar）
（U値 0.91[W/㎡･K]，η値 0.47）

ダブルLow-Eトリプルガラス（Kr）
（U値 0.80[W/㎡･K]，η値 0.33）

給湯・暖房設備
ヒートポンプ＋潜熱回収型ガス
（ハイブリッド）給湯暖房機

潜熱回収型ガス給湯暖房機

換気設備
パッシブ換気（DCV）

＋第2種換気（太陽熱集熱装置）
（＋第3種換気）

パッシブ換気（DCV）
＋第1種換気（顕熱交換器）

調査対象期間
2015年11月～2016年3月（15年度）
2016年11月～2017年2月（16年度） 2016年11月～2017年2月（16年度）



給湯・暖房設備

ハイブリッドシステム（K邸） エコジョーズ（N邸）

出典：リンナイ，北海道ガス



給排気仕様

能力（最大） 1,000[W] 管長（埋設） 5[m]

ファン風量（変更可） 110[㎥/h] 管径 150[mmφ]

温度交換効率 87[％]

有効換気量率 0.90

ファン風量（変更可） 124[㎥/h]

備考 1台，1個あたりのカタログ値記載

30～65[％]

排気量（10Pa時）

相対湿度

K邸

給排気

排気

顕熱交換器（1台）

湿度感知型換気口（2個）

N邸

給気

太陽熱集熱装置（2台） アースチューブ（2本）

15～75[㎥/h]



再生可能エネルギー（RE）利用での給気予熱

出典：マツナガ

太陽熱集熱装置



デマンド換気（DCV）での風量調整

湿度感知型換気口

出典：Aereco



K邸

給気ダクト

吹き抜け

リターンガラリ

リターンガラリ



T邸

アースチューブ

吹き出しガラリ

吹き抜け

顕熱交換器



温湿度とCO2濃度
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相対湿度とCO2濃度
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風量と換気回数
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アルデヒド類濃度
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換気システム比較

風量 温度交換 有効換気 暖房熱

[m3/h] 効率[%] 量率[%] 効率[%]
第3種換気 175 0.5 20 - - 89

パッシブ換気(DCV)
＋太陽熱集熱装置

変動 変動 0 - - 89

パッシブ換気(DCV) 変動 変動 0 - - 89

第1種換気 124 0.35 37 87 90 89

換気システム仕様

消費電力
[W]

換気回数
[回/h]
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熱負荷

断熱性能の低い家 断熱性能の高い家
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まとめ

パッシブ換気

湿度制御

結露の可能性無

床下給気予熱

室温より高い

風切音

熱交換換気

湿気回収

結露の可能性有

排気熱回収

室温より低い

動力音

参考：福島先生講演資料



まとめ

環境要素

熱（湿）

熱（湿）

熱（温）

熱（温）

音

空気（量）

空気（質）

パッシブ換気

湿度制御
⇒デマンド換気

結露の可能性無
⇒再生可能エネルギー利用

床下給気予熱
⇒再生可能エネルギー利用

室温より高い
⇒再生可能エネルギー利用

風切音

変動
許容，調整⇒デマンド換気

良好
メンテナンスフリー

熱交換換気

湿気回収

結露の可能性有

排気熱回収

室温より低い

動力音

安定
過換気，換気不足の可能性有

良好
メンテナンス次第

参考：福島先生講演資料



出典： 北海道住宅新聞

戸建・集合住宅の高断熱・高気密化（北海道）



エコアパート

参考：https://www.tkb2000.co.jp/works/tobetsu-eco-apartment/，武部建設株式会社



南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ



南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ



南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ



南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ



南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ



対象住宅

No. N1 N2 N3 N4 N5

名称
南幌

まちなか
の家

カスタマイズ
できる家

てまひま
くらし

大きな屋根
の小さな家

Inside-Out

UA値 0.22 0.23 0.26 0.24 0.21

C値 0.3 0.45 0.3 0.32 0.4



対象住宅

No. N1 N2 N3 N4 N5

名称
南幌

まちなか
の家

カスタマイズ
できる家

てまひま
くらし

大きな屋根
の小さな家

Inside-Out

暖房設備

温水式
床下暖房

薪ストーブ

温水式
床下暖房

温水式
床下暖房

薪ストーブ

温水式
床下暖房

薪ストーブ

壁内パネル
ラジエーター

換気設備

パッシブ
換気

第3種換気

ダクト式
第3種換気

パッシブ
換気

第3種換気

ダクト式
第3種換気

デマンド
換気



対象住宅

No. N1 N2 N3 N4 N5

名称
南幌

まちなか
の家

カスタマイズ
できる家

てまひま
くらし

大きな屋根
の小さな家

Inside-Out

暖房設備

温水式
床下暖房

薪ストーブ

温水式
床下暖房

温水式
床下暖房

薪ストーブ

温水式
床下暖房

薪ストーブ

壁内パネル
ラジエーター

換気設備

パッシブ
換気

第3種換気

ダクト式
第3種換気

パッシブ
換気

第3種換気

ダクト式
第3種換気

デマンド
換気



南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ



N1



N1

●子育て世代が南幌暮らしを満喫する家を提案
●環境社会に向けて北方型住宅をリニューアル
●地域とつながる技術と素材



N1



N1



N1



N1



N1



N1



N3



N3

●メンテナンスが楽しみになる住まい
●プラスワンルームとして広い玄関土間を採用
●大工仕事を生かした小屋組みが見える空間



N3



N3



N3



N3



対象住宅

No. N1 N2 N3 N4 N5

名称
南幌

まちなか
の家

カスタマイズ
できる家

てまひま
くらし

大きな屋根
の小さな家

Inside-Out

暖房設備

温水式
床下暖房

薪ストーブ

温水式
床下暖房

温水式
床下暖房

薪ストーブ

温水式
床下暖房

薪ストーブ

壁内パネル
ラジエーター

換気設備

自然換気

3種換気

ダクト式
第3種換気

第3種
機械換気

自然換気

ダクト式
第3種換気

デマンド換気



南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ



N5



N5

●子育て世代が手の届く価格で提案
●冬でも使える半屋外ガレージテラス
●目指しているのは超省エネなローテクハウス



N5



N5



N5



N5



N5



N5



太陽熱集熱装置（N5）



N5



デマンド換気

出典：マツナガ



N5



N5



デマンド換気＋α

出典：マツナガ



N5



暖房・換気システム

1、壁内暖房（居室内）

2、太陽熱集熱装置（給気側）

3、床下を利用した換気システム（排気側）



壁内暖房（10/30）



壁内暖房（12/11）
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壁内暖房（2/9）
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暖房・換気システム

1、壁内暖房（居室内）

2、太陽熱集熱装置（給気側）

3、床下を利用した換気システム（排気側）



太陽熱集熱装置（10/30）



太陽熱集熱装置（11/20～11/24）
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太陽熱集熱装置（11/20～11/24）
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太陽熱集熱装置

屋外 
カバー 

一次予熱 

二次予熱 

仮想外気 

SW 

室内 



太陽熱集熱装置（11/24）

-10

10

30

50

70

90

0

500

1000

1500

2000

2500

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00

温
度

[℃
]

取
得

熱
量

[W
h]

一次予熱 二次予熱 吹出温度 仮想外気温 外気温



太陽熱集熱装置（10月～2月）



暖房・換気システム

1、壁内暖房（居室内）

2、太陽熱集熱装置（給気側）

3、床下を利用した換気システム（排気側）



床下を利用した換気システム

給気

排気
床下空間

DCV

床下給気

屋外排気

SW



床下を利用した換気システム（7月～12月）



付着真菌数

測定箇所 種類
付着真菌数
(cfu/cm2)

合計
(cfu/cm2)

床下コンクリート

Cladosporium 0.1

0.6Aspergillus 0.2

Penicillium 0.3

床下木材 Cladosporium 0.1 0.1



高断熱・高気密化住宅による便益

高断熱・高気密化住宅による本当の便益
➢ ベースとなる環境を整える（平常時）
➢ 生活や命を守る（非常時）

全室暖房≠全館空調
➢ 温水暖房≠エアコン
➢ パッシブ換気＆デマンド換気≠熱交換換気
➢ ガス、薪、太陽熱＆未利用熱≠電気、太陽光



質疑【追加資料】

全室暖房≠全館空調とはどういうことか？

➢ 全室暖房は、高断熱・高気密・換気計画が適切に行われ、全室
を良好に暖房することを意味している。

➢ 全館空調は、現在の使われ方として、熱交換換気＋エアコン＋
ダクトあるいはチャンバー等により、全室を良好に空調（暖房、
冷房、換気）することを意味している。

➢ ビル空調の中に様々なシステムがあるように、上記はあくまでも
ホーム空調の中の1つのシステムに過ぎない。

➢ 故に、全室暖房（暖房）と全館空調（システム）は違うのでは…

正しい使い方としては…

➢ 床下暖房システムにより全室暖房を行う。
➢ 全館空調システム（例えば、熱交換換気＋エアコン）により全室
空調（暖房、冷房、換気）を行う。



Goudou

ご清聴ありがとうございました。

技術セミナーin東北（2019.10.1）


